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福
山
市
と
広
島
県
と
の
間
に
お
け
る
公
共
下
水
道
の
汚
泥
の
処
理
に
関
す
る
事
務
の
事
務
委
託
に
関
す
る

規
約
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。 

 
 

平
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二
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四
年
八
月
十
三
日 
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島
県
知
事 
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福
山
市
と
広
島
県
と
の
間
に
お
け
る
公
共
下
水
道
の
汚
泥
の
処
理
に
関
す
る
事
務
の
事
務
委 

託
に
関
す
る
規
約 

 

（
委
託
事
務
の
範
囲
） 

第
一
条 

福
山
市
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
）
は
、
公
共
下
水
道
事
業
か
ら
生
じ
る
脱
水
汚
泥
の
処
理
に
関

す
る
事
務
（
以
下
「
委
託
事
務
」
と
い
う
。
）
の
管
理
及
び
執
行
を
広
島
県
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。
）

に
委
託
す
る
。 

 

（
管
理
及
び
執
行
の
方
法
） 

第
二
条 

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
は
、
乙
の
条
例
及
び
規
則
そ
の
他
の
規
程
（
以
下
「
条
例
等
」
と
い

う
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

委
託
事
務
は
、
乙
が
こ
の
規
約
の
施
行
後
に
広
島
県

田
川
流
域
下
水
道

田
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に

建
設
す
る
汚
泥
処
理
施
設
の
完
成
後
に
、
当
該
施
設
及
び
こ
れ
を
補
完
す
る
施
設
を
利
用
し
て
行
う
。 

 

（
経
費
の
負
担
） 

第
三
条 

委
託
事
務
を
処
理
す
る
の
に
必
要
な
経
費
は
、
甲
の
負
担
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

経
費
の
額
並
び
に
そ
の
支
払
時
期
及
び
支
払
方
法
は
、
甲
乙
協
議
し
て
定
め
る
。 

 

（
経
理
上
の
措
置
） 

第
四
条 

乙
は
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
流
域
下
水
道

事
業
費
特
別
会
計
に
お
い
て
他
の
下
水
道
に
係
る
会
計
と
分
別
し
て
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
繰
越
金
） 

第
五
条 

乙
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
予
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
生
じ

た
場
合
は
、
こ
れ
を
翌
年
度
に
お
け
る
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
要
す
る
経
費
と
し
て
繰
り
越
し
て

使
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
決
算
の
場
合
の
措
置
） 

第
六
条 

乙
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
り
決
算
の
要
領
を
公
表
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
当
該
決
算
の
う
ち
委
託
事
務
に
関
す
る
部
分
を
甲
に

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
条
例
等
の
改
正
の
場
合
の
措
置
） 

第
七
条 

乙
は
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
条
例
等
の
全
部
又
は
一
部
を
改
正
し

た
場
合
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
甲
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
そ
の
他
必
要
な
事
項
） 

第
八
条 

前
各
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
託
事
務
の
委
託
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
甲
乙
協
議
し
て
定

め
る
。 



 
 
 

附 

則 
１ 
こ
の
規
約
は
、
甲
と
乙
と
の
協
議
が
成
立
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

委
託
事
務
を
廃
止
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
収
支
は
、
廃
止

の
日
を
も
っ
て
打
ち
切
り
、
乙
が
こ
れ
を
決
算
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
剰
余
金
又
は

不
足
額
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
の
処
理
に
つ
い
て
甲
乙
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。 


